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『ア ル ハ ンゲ リス ク福 音 書 』1092年 の
Synaxarion部 分 に つ い て
岩 井 憲 幸
は じ め に
1092年 ロシアで成立 した 「アルハ ンゲ リス ク福音書』(以 下Archと 略称)
はアプ ラコス(aHpaKoc)と 呼 ばれる典礼用福音書抜葦 であ る。 ア プ ラコス
は古代教会 ス ラブ語(以 下OCSと 略称)文 献 中,〈 テ トラ〉 と略称 され る
四福音書(tetra-eVangeliUm)と は福音書 文献 と して同一 の ジ ャンル に入
りなが らも,そ の下位 区分上対 置 され る。 アプラコスはす なわ ち聖務 日課書
(lectionarium)で あるが,Archの 場合,厳 密 には四福 音書 のみ(た だ し
ごく一部 「詩 篇」 の引用あ り)か ら各章句断片(pericope)が 引か れている
か ら,[四]福 音書 日課 と称 しうる ものであ る。小文 は福音 書 日課 と して の
Archを も う一度前者 の枠 のなかで点検 し,問 題点 を整理 しよ うとす る もの
であ る。 今回 は前半部分す なわちSynaxarion部 分(後 述)の みを問題 とす
る。
1.日 課 書
聖務 日課書 とは教会 にお ける日々 の典礼 において読 まれるべ き聖典 の章句
を教会暦 に従 って編纂 した書物で ある。 このうちギ リシア語聖書 日課書 は,
往時の教 会暦 に従 って2部 分か ら構成 される。第1は 往時 の教会暦 に従 い復
活祭 を起点 と し聖土曜 日を終点 とす るSynaxarionで あ り,第2は 往 時一般
の暦 に従 った9月1日 を起点 とす るMenologionで あ る。 上 述 の ご と く今
回検討 す るの はArchの このSynaxarion部 分 であ る。
Synaxarionは 復活祭 が毎年移動 す るか ら,そ の起点の 日も移動 し,し た
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が っ て こ れ を 移 動 日課(movablefeasts)と称 す る 。 こ れ に 対 し,Menolo・
gionは 不 動 で あ り,「 固 定 日 課(immovablefeasts)と称 す る。
2.Synaxarion
Synaxarionの 内容 についてはB.M.メ ッツガーが,要 領 よ く次 の よ うに
書 いてい るω。
シュナ クサ リオ ンは,イ ースターか ら始 ま りペ ンテコステまでは毎 日,
ほとん どすべて ヨハ ネによる福音書 の中か ら聖書 日課 を選ん でい る。 ペ
ンテコステ後第1月 曜 日か ら9月 中旬 まで の期間,土 曜 と日曜 の 日課 は
マタイか ら,他 の曜 日はマタイおよび(12週 目か ら後 は)マ ル コの前
半か ら選 ばれて いる。9月 中旬か ら レソ トまでの期間,土 曜 と 日曜 の 日
課 はル カか ら,他 の曜 日はルカおよび(13週 目か ら後 は)マ ル コの後
半 か ら選 ばれてい る。 レソ トお よび聖週間[す なわちイースターの前週]
の期 間の 日課 と して は,四 福音書の1つ または2つ か らの,時 々はか な
りの分量 が,選 ばれてい る。
以下や や補足す る。
Synaxarionは,メ ッツガーが説 くよ うに,主 たる引用箇所 によ って,レ
ソ ト迄4部 分 に分 け うる。 その第1は マ タイの部 であ り,復 活 祭よ りそれ以
降の7週 間を さす。第2は マ タイの部 であ り,復 活祭後 第50日 目より,第1
週か ら第17週 まで。 第3は ルカの部 は ビュザ ンティウム暦 の新年 す な わ ち
今 日の9月 か ら開始 され,第19週 まで。 この うち第16週 は 〈税吏 とパ リサ
イ人 の週〉,第17週 は 〈放蕩息子 の週〉,第18週 は 〈肉断 ちの週〉,第19週
は く乾酪断 ちの週〉 と称 す る。(な おArchは 後述す るよ うに第18週 を く肉
断ちの前 の週 〉 と称 し,以 下1週 ずつず れている。)第4は マル コの部 で レ
ソトの6週 間半。 大斎 であ った。 この うち復活祭直前 の 日曜 日は 〈椋欄 の主
日〉 と称 す る。以 後 は聖週 間の部で ある。復活祭前の1週 間で あ り,聖 月曜
「日か ら聖土曜 日迄
。 イエ ス ・キ リス トの受難を追体験 す る。聖 木曜 日はさ ら
に詳細 に受難 につ いて語 る 〈12のEvangelia>が 四福音書 か ら選 ばれ る。
ビaザ ンテ ィウムの教会 は,復 活祭 の 日曜 日に読 むべ き聖句 と してJl.1




さて前 節 までの予備知識を もってArchを 眺 めて み る。Archのf.1か ら
f.122vま でがSynaxarionで あ り,f.123か らMenologionが 始 ま る。
Menologion冒 頭(f.123)に は朱 によ る門型 のheadpieceが み られ る。 写
本 のcopyistに つ いて いえ ば,第2のcopyistはSynaxarionのレソ トの部
分か ら写 し始 めている。翻 って言 えば,第1のcoryistはArchの冒頭 す な
わ ち復活祭 の 日曜 日のためのJl.1か ら写 し始 め,新 年 の第20週 までを担 当
した。現在 のArchは 脱 落 の葉 を多 く含 む が,元 来Arch冒 頭 す な わち,
Synaxarionの 初 めには華麗 なheadpieceが 描 かれて いたであ ろう。
ArchのSynaxarion部 分 にっ き,pericopeお よびそ の直前 に付 され た 日
付 けを含 む標題(3aroπoBoK)に 依 って,現 在 の本 文 をSynaxarionの 内容
の順 に表で示す と,次 の よ うになる。 この表 によ く似 てい る表 はす でに ジュ
コフスカヤ らによ って示 されているが(2),筆 者 自身 の注記 を含 めて再 び整理
して掲 げ るもの とす る。
なお表中,特 に大事な点 は,Archに おけ るテ クス トの有無 で あ る。 現存
を○で,亡 失 を×で,一 部分現存 を△ で表 示 す る。 ま た→ は3aroπOBOKの
みでpericopeを 有 さず,<HHIH>と ある場合を表示す る。
通 し カ レ ンダ ー Arch Archで 引用文
番号 曜
四福音書章句番号 存否 のfolio 備 考 の番号














9 復第活2 月 X
10 祭週後 火 ×
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通 し カ レ ンダ ー 四福音書章句番号
Arch Archで 備 考
引用文
番号 曜 存否 のfolio の番号
11 水 ×
復
12 活 木 ×
祭
13 後 金 ×
第






18 活 水 ×
祭
19 後 木 ×
第









25 活 水 × の
26
祭
後 木 × 部
第
27 4 金 ×
週
28 土 ×
29 日 J4.E-42 △ 1-3v
30 月 J8.42-51 ○ 3v-4 ①
第
31 火 J8.51-59 ○ 4-4v 1 ②
32
復




木 J9.39-41;J10.1-9○ 5v-6 ピ ④
34 5 金 J10.17-30 ○ 6v-7 イ ⑤
週
35 土 J10.27-38 0 7-8 ス ⑥
ト
36 日 J9.1-38 ○ 8-10v ⑦
37 月 Jll.47-54 ○ 10v-11 ⑧
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通し カ レン ダ ー ArchArchで 引用文
番号 曜
四福音書章句番号 存否 のfolio 備 考 の番号
38 火' J12.19-36 ○ 11-12v ⑨





木 L24.36-53 ○ 13-14v ⑪
41 第
6
金 J14ユ ー11 ○ 14v-15 ⑫
42 週 土 J14.10-21 ○ 15-16
ヨ
⑬
43 日 J17.1-13 ○ 16-17 ノ、 ⑭






火 J16.2-13 ○ 18-18v 部 ⑯
46 祭
後
水 Jl6.15-23 O 18v-19v ⑰
47 第
7
木 J16.23-33 ○ 19v-20 第 ⑬
48 週 金 L6.20;J17.18-2E○ 20-21 1 ⑲
49 土 J21.14-25 ○ 21-22 の ⑳
50 ペンテコステ 日 J7.37-52;J8.12○ 22-23v コ ⑳
51 月 Mtl8.10-20 ○ 23v-24v ピ ⑳
ペンテコステ
52 後 土 Mt5.42-48 ○ 24v-25 イ ⑳
53
第1週
日 Mt10,32-33,37-38;Mt19.27-30 ○ 25-2E
ス ⑳
54 〃 土 Mt7.1-8 ○ 26-26v ト ⑳
55 第2週 日 Mt4.18-23 ○ 26v-27 ⑳




57 第3週 日 Mt6.22-33 ○ 28-29 イ ⑳
58
ノノ 土 Mt8.14-23 0 29-30
の ⑳




ノ! 土 Mt9.9-12 ○ 30v-31 ⑳
61 第5週 日 Mt8.28-34,9-1 ○ 31-31v ⑫
62 〆ノ 土 Mtg.18-26 ○ 31v-32 ⑳















































































































































































































































































































































































































通 し カ レ ン ダー Arch Archで 引用文
番号 曜
四福音書章句番号 存否 のfolic 備 考 の番号
ll6
新年 土 L18.2-8 ○ 68v ⑳
117 第16週 日 Ll8.10-14 ○ 69-69v ⑳
118
〃 土 L20.45-47,27.1-9○ 70-70v ル 第 ⑫
119 第17週 日 Mt15.21-28 ○ 70v-71 カ 1
の
⑳
120 肉断ち 土 L11.5-13 ○ 71-71v の コ ⑭
の前の
121 週 日 L15.11-32 ○ 72-73v部 ピ ⑯
122
肉断ち 土 L21.8-9,25-27,33-36○ 73v-74
イ
ス ⑯
123 の週 日 Mt25.31-4E;L21.34-3E ○ 74-75v ト ⑰
124
乾酪断 土 Mt6.1-2,6-13 ○ 75v-76 ⑱
125 ちの週 日 Mt6.14-2] ○ 76-76v ⑲
126
レ ソ ト
土 Mt2.23-28,3ユ ー5○ 77-77v ⑳
127 第1週 日 J1.44-52 ○ 77v-78 ⑪
128 〃 土 M1.35-44 ○ 78-79 ⑫
129 第2週 日 M2.1-12 ○ 79-79v ⑱
130 〃 土 M2.14-17 ○ 79v-80 マ 第 ⑭




!ノ 土 M7.31-37 ○ 80v-8] の の ⑯
133 第4週 日 M9.17-31 ○ 81-82v 部 コ ⑰
134
ノ 土 M8,27-31 ○ 82v-83 ピ ⑱
135 第5週 日 M10.32-45 ○ 83-84 イ ⑳
136
〃 土 J11.1-13.[…] ○ 84-84v ス ⑪
137 第6週 日 × ト
138 聖 朝祷 ×瓜又 月
139 難 曜 祈祷 ×
140 週 聖 朝祷 X
問 火
141 曜 祈祷 Mt25[…]26-46 △ 85-86v6
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通 し カ レ ン ダー Arch Archで 引用文
番号 曜
四福音書章句番号
存否 のfolic 備 考 の番号
142 聖 朝祷 J12.17-5( ○ 86v-88v ⑪
水
143 曜 祈祷 Mt26.6-16 ○ 88v-89v ⑫
144 朝祷 L22.1-35 ○ 89v-92 ⑪
Mt26ユ ー20;J13.3-i;
145 祈祷 Mt26.21-39;L22.43-45;Mt26.40-75;Mt○ 92-98v ⑰
27.1-2
晩祷




1 ∫18.[…]15-28 △ 101-101v

















6 M15.16-32 ○ 107v408v琴 2 ⑱
152
曜 亭 Mt27.35-54 ○ 108v-110差リ
の
コ ⑪
153 § L23.32-49 ○ 110-111ア ピ ⑪
154 週
9 Jl9,38-42 ○ 111v-112
イ
⑫ス
155 而 M15.4E-47 ○ 112-ll2v ト ⑱
156 11Jl9.38-42 ○ 112v-113 ⑭
157 間 色 Mt27.62-66 ○ 113-ll3v ⑮
158 朝1時 Mt → ll3v ⑯
159 聖
朝
3時 M15.16-41 ○ 113v-115 ⑰
160 6時 J → 115v』 ⑱




9時 → ll6 ⑭
Mt27.1-38;L23.39-43;




朝 Mt27.62-66 ○ 120v-121 ⑫




前 節で示 した表 中,× 印で示 した箇所 は今 日原本 において失 われてい る。
原本 には受 け入れ時 に付 された とい うパ ジネーシ ョンが各葉rectoの 右上 に
存す るが,こ れ はいわ ば受 け入 れ時 における原本の通 し番号である。 したが っ
て,む ろん失 われた葉 につ いて は無視 されて いる。『古写本総 目録(XI-XIII
世紀)』〔3)(以下 『目録』)に 従 えば,Archに は次 の欠葉 が存 す るとい う。






計53葉 の欠 葉 と考え られて いる。上 で わか るよ うに,Archに お いて 羊皮
紙1葉 を2っ 折 りに して2葉 とし,そ の8葉 をひ と綴 じに(す なわち1折 丁
(quire))と してい る。
ジュコフスカヤ らの表 にお いて,こ の欠葉 に言及す るのはSynaxarion部
分 で次 の5個 所で ある。要点 を示せば次 の ようになる。
イ)fol.49-52に 続 く初 めの2葉 欠落。 約1600字 。 従 って,第17週 の土
曜 ・日曜 のpericopeは 初 めか らArchに は存在 しなか った。
ロ)fol.49-52に 続 く後 の2葉 欠落。
ハ)fol.84v-85欠 葉複数。
二)fol.100v-101欠 葉複数。
『目録』 での2)が ジュコフスカヤ らの イ)に,3)が ロ)に,4)が ハ)に,5)
が二)に それぞれ相 当す る。1)と6)に つ いて は別の個処ですで に言 及 して い
る。 なお イ)の うち,第17週 の土 ・日のpericopeが もと もと欠 けて い た と
する点 は,Archが が多数存 す るlectionariumの 中で どの よ うな 系統 上 の
位置 を占め るか という問題 を考え る上 で,重 要 な特 徴点 とな ろ う。 毎 半葉
2]行 ゆえ,2葉 欠 落 とすれば84行 が失 われて いるとい う計算 にな る。 た と
えば 『オ ス トロ ミール福音=書』1056-5i年(以 下Ostrと 略称)に お いて は,
ペ ンテコステ後第16週 か ら同17週 ついで,新 年第1週 および第2週 までの









〃 第2週 土曜L5 .17-26
"日 曜L6 .31-3E
なお,新 年 冒頭 にはheadpieceが ある。
したが って,多 少 の差異 があ るにせ よ,こ れ をArchの 該当個処に重 ね あ
わせてみ る。す るとArchで は第17週 の土 曜 ・日曜 およ び新 年 の第1週 の
土 曜 ・日曜 と同第2週 の土曜の初 めの部分が欠落 しているとみられる。ただ,
Ostrで の これ らのpericopeの 行数 を算 えてみ ると,262行 。平均1行20字
とみて も,5240字 あ る。 したが って,Archは これ らOstrの 当該 部 分 をす
べ て有 する とは考 え られない。新 年第1週 土 曜 ・日曜か ら第2週 の土 曜の初
め まで のpericopeの 行数 はOstrに お いて139行,平 均20字 と して計2780
字。一方Archの 欠落 は2葉 で,84行 。 平 均21字 と して1764字 で あ り,
Ostrの 相応部分がすべて入 って いるとはみ る ことがで きな い。 いずれ に し
て も,Archに おいて は,2葉 の欠落が正 しい とすれば,ペ ンテ コス テの第
17週 の土曜 ・日曜の部分 は初 めか らなか った とい う ジュ コフス カヤ らの主
張 は正 しいよ うに思 え る。 ただ,さ らに,新 年 第1週 にお いて も,Ostrよ
りもさ らに小 さなpericopeで あったと判断 され るのであ る。
なお,『 目録』 の欠葉数 の推定 が正 しければ,1)で は1008行,2)で84行,
4)で672行,5)で336行,6)で42行であ り,3)の84行 を加え ると,全 部で
2426行 が失 われて いることにな る。
5.3arOJ10BKH
ArchのSynaxarionに お け るpericopeの 前 に付 され た3aromBKHを 実
際 に読 んでみ る。多 くの場合 この部分 は朱文字 で示 され る(例 外若干 あ り。
黒の文字の まま もあ り。 例,引 用⑳⑯⑰⑱⑭⑭⑫⑫)が,第1のcopyistで
はペ ンテコステ後の週 において,ま た第2のcopyistで は断食 の週 あた りか
ら大文字 の朱文字 を用い ることが ある。 ただ朱文字部分 は色素 の剥落 あるい
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は脱色 があ って,時 に文字 の一部 あ るいは全部が読めな いことが ある。 なお
上表中の通 し番号で29・88・95・141・147は 現 存Archに おいて テキ ス ト
に欠落があ り,そ の3aromBKHが 欠 けていることを断わ ってお く必 要 があ る。
次 に3aro刀OBKHを 引用す る。THTπoは 数字 あ るいは上書 きを含まぬそれ は,
その ままと し,上 書 きを含む時 は()に くるん で相 当個所 にもど して示す。
全体 を分 か ち書 きに直 し,ピ リオ ドは中点 も下方 に直す。読 めない部分 で必
要な場合 はジュコフスカヤらの刊本 を参照 し[]内 に示す。又 冒頭 の飾 り
は省略 し,文 字 〈a>は くS>と す る。伝統 に従 い朱文字部分 に下 線 を施 して
引用す るが,加 えて私 に朱文字大文字部分 は太線下線 を施 した。 また文 末 に
拙訳 を付すが,詩 篇か らの引用で はその末 に日本訳で の章句番号 を付 した④。
①foL3v:Bb(n)NC(A).C.NC(且).CVA(r).ω140ANA.rJIA(B).
n6・:・[第5週 の月曜 日に。 ヨハ ネによる福音書第89章 。]
②4:BbBも(T)PNH(K).C.NC(A).CVA(r).ωHOANA.rJIA(B).
HI÷[第5週 の火 曜 日に。 ヨハ ネによる福音書 第90章 。]
③4v:BbCPC(刀).C.NC(A).CVA(r).ωHOANA.r∫IA(B).M〈}
・:・[第5週 の水曜 日に。 ヨハネによる福音書第49章 。]
④5v:B〔 』qC(T).eNC(p).CVA(r).ωMOANA.FJIA(B).n6
・:・[第5週 の木曜 日に。 ヨハネによ る福 音書第89章 。]
⑤6v:Bち(n)TL(K).C.NC(」]).CVA(r).ωMOANA.rJIA(B).
GB・:・[第5週 の金曜 日に。 ヨハ ネによる福音書第92章 。]
⑥7:Bb(C)BO(T).C.NC(A).CVA(r).ωHOANA.r∫IA(B).GH
・:・[第5週 の 土 曜 日 に。 ヨ ハ ネ に よ る福 音 書 第98章 。]
⑦8:BちNC(丑).S.CVA(r).ωMO[ANA.]rJIA(B).rl〈 〉[・:・]
[第6週 の 日 曜 日 に 。 ヨ ハ ネ に よ る 福 音 書 第89章 。]
⑧10v:Bち(n).S。NC(π).CVA(r).ωHOANA.rJIA(B).G亙 ・:・
[第6週 の月曜 日に。 ヨハ ネによる福音書第94章 。]
⑨11:BbBb(T).S.NC(A).CVA(F).ωHOANA.rJIA(B).PB・:・
[第6週 の火曜 日に。 ヨハ ネによ る福音書第102章 。]
⑩12v:BちCPC(刀).S.NC(p).CVA(F).ωHOANA.rJIA(B).P6







FJIA(B).MC・:・ 一[第6週 の木 曜 日に。 わが主 イエ ス ・キ リ
ス トの昇天。ハ レルヤ第1調 。 〈もろも ろの民 よ,手 を うち[詩 篇
47.]]〉。[唱 えるべ き]詩 篇[の 一節]〈 神 は喜 び叫 ぶ声 と共 にの ぼ
り,主 は[詩 篇47.5]〉 。 ルカによる福音書第45章 。]
⑫14v:Bb(n)Tb(K).S.NC(1]).CVA(P)一ωHOANA.rJIA(B),
面 ・:・一[第6週 の金曜 日に。 ヨハ ネによ る福音書第127章 。]
⑬15:Blb(C)BO(T).S.NC(A).CVA(r).冨HOANA.r刀A(B).
PK3・:・[第6週 の土 曜 日に。 ヨハ ネによ る福音書第127章 。]
⑭16:NC(江).3.BbNIO旺{CBbIBAICTbnAMATLCTblHXbOU正).
T.H.HI.・TCI4}KCB7)NHKCI4・:・CVA(r),ωHOAN.rJIA(B).
PNP・:・ 一一[第7の 日曜 日。 この 日に,ニ ケア[公 会議]に あ っ
た318人 の聖 な る教父 たちの記念 祭 が あ る。 ヨハ ネに よ る福 音書
153章 。]
⑮17:Bb(n)NC(π),3.NC(A).CVA(r).面mANA.rJIA(B).
PJIB・:・ 一[第7週 の月曜 日に。 ヨハ ネに よる福音書 第132章 。]
⑯18:BbBb(T)PNH(K).3NC(π).CVA(r)..CJJOANrya(B).
PMT・:・ 一 一[第7週 の火曜 日に。 ヨハネによる福音書148章 。]
⑰18v:BbCPC(皿).3.NC(π).CVA(r).ωHOANA.rata(B).PP
・:・[第7週 の水曜 日に。 ヨハ ネによる福音書第108章 。]
⑱19v:Bb(u)TBb(P)KaNC(1]).CVA(r).ωHOANA.rJIA(B).
PMT・:・[第7週 の木 曜 日に。 ヨハ ネに よる福音書第148章 。]
⑲20:Bb(n)[Tb(K).3NC(且).]CVA(r).ωHOANA.FJIA(B).
(sic)[第7週 の金曜 日に。 ヨハ ネによ る福 音書 第 章。]
⑳21:Bb(c)Bo(T).c.丑ccATLNoylo.cvA(r).ω1ωrJIA(B).





[ペ ンテコステの 日曜 日に。ハ レルヤ第1調 。 〈もろもろの天 は主の
み ことばによ って造 られ,[詩 篇33.E]〉[唱 え るべ き]詩 篇[の 一
170
58
節]。 〈主 は天か ら見お ろされ,す べて の[人 の子 ら]を 見,[詩 篇
32.13]〉 ヨハ ネによる福音書第 章。]
⑳23v:BT)(n)NC(A).nOnANTHKOCTHH.AJLπ(r).r∫IA(C)』
・:・BCωPHNOyJrbN'BIICCH÷CVA(r)ωMAT6もA .
rJIA(B).pnA・:・[ペ ンテ コス テの後 の月曜 日に。 ハ レル ヤ第8





rJIA(B),∫16・:・[土 曜 日(pl.)と 日曜 日(pL)。 偉大 な る教 会 が
ペ ンテ コステか ら大斎期 まで聖な る福音書 による。 ペ ンテ コステ後





この 日に全世界 にあ る全聖人 の記念 祭 があ る。 ハ レルヤ第4調 。
〈正 しい者が助 けを叫び求 め るとき,[詩 篇34.17]〉 。 マ タ イに よ る
福音書第 章。]
⑳26:COy(B).B.CVA(r).ωMA(6)mA(B).N・:・一 一[[ぺ
ンテ コステ後の]の 第2の 土 曜 日。 マ タイによ る福音書第50章 。]
⑳26v:NC(D)B.CVA(r).ωMA(6)TJIA(B).K・:・一 一[第2
の 日曜 日。 マ タイに よる福音書 第20章 。]
⑳27:coy(B).r.cvA(F).ωMA(6).rJIA(B).養A・:・[第3の
土 曜 日。 マ タイ によ る福音書 第61章 。]
⑳28:NC(A;.r.CVA(r),冨MAT(⇔),mA(B).M3・:・一二[第
3の 日曜 日。 マ タ イ に よ る福 音 書 第47章 。]
⑲29:COy(B).II.CVA(F).ωMAT(8).PJIA(B).狐 ・:・[第4の
土曜 日。 マ タイによ る福音書第64章 。]
⑳30:NC(丑).瓜CVA(r).ωMAT(∂).r∫IA(B).狐・:・一[第4




[第5の 土曜 日。 マタイによる福音書第61章 。]
⑳31:NC(A).C.CVA(r),冨MATL(6).r∫IA(B)・:・(sic)[第5
の 日曜 日。 マ タイによる福音書 第 章。]
⑳31v:C吊(B).S.CVA(r)冨MATb(6).r∫IA(B)・:・ 一 一(sic)
[第6の 土曜 日。 マ タイによ る福音書第 章。]
⑭32v:NC(A).S.CVA(r)CVMAT(s).FJIA(B)・:・ 一(sic)
[第6の 日曜 日。 マ タイによ る福音書 第 章。]
⑮33:COy(B).百.CVA(r).冨MATL(6).F∫IA(B)・:・ 一 ・:・
(sic)[第7の 土 曜 日。 マ タイによ る福音書 第 章。]
⑳33v:NC(且).3.CVA(r).冨MAT(6).r∫IA(B)・:・(sic)[第7
の 日曜 日。 マ タイによる福音書第 章。]
⑰34:C品(B).頁.CVA(F).wMAT(s).rJIA(B).PI{B・:・ 一 一
[第8の 土 曜 日。 マタイによる福音書第122章 。]
⑳34v:NC(且).n,CVA(r).冨MATS(⇔).rJIA(B)・:・ 一 一(SIC)
[第8の 日曜 日。 マ タイによる福音書第 章。]
⑳35v:C吊(B).{〉.CVA(r).冨MAT(G).rJIA(B).P護 ・:・一 一
[第9の 土曜 日。 マ タイによる福音書第160章 。]
⑳36:NC(刀).{〉.CVA(r).CVMATb(6).r∫ 【A(B)遵C・:・[第9の
日曜 日。 マ タイ による福音書第65章 。]
⑪37:C吊(B).1.CVA(r).冨MAT(6).FJIA(B).PO3・:・ 一
一 」一 ・[第10の 土曜 日。 マ タイによる福音書 第177章 。]
⑫37v:NC(刀).LCVA(r).冨MATb(6).F∫[A(B).P・:・[第10の
日曜 日。 マタイによる福音書第100章 。]
⑬38v:COy(B).Al,CVA(r),冨MAT正)(6).rVA(B)・:・(sic)
[第11の 土 曜 日 。 マ タ イ に よ る 福 音 書 第 章 。]
⑭39v:NC(II).AI.CVA(r).wMATS(6),F∫IA(B).P・:・ 一
[第11の 日曜 日。 マ タイによ る福音書第100章 。]
⑮40v:COy(B).BI.CVA(r).冨MAT(6).rJIA(B).CC・:・[第12
の土曜 日。 マ タイによ る福音書第205章 。]
⑯41:NC(A;.BI.CVA(P).冨MATS(⇔).mA(B)・:・(sic)[第12
の 日曜 日。 マ タイによ る福音書第 章。]
⑰42:COy(B).rI.CVA(r).冨MAT正)(8).rJIA(B).CKr・:・一 一




[第13の 日曜 日。 マ タイによる福音書第219章 。]
⑲43:COy(B).皿1.eVA(P).ωMA(6).r∫IA(B).CK:3・:・[第14
の土曜 日。 マタイによる福音書第227章 。]
⑳44:NC(刀)』1.CVA(r).ωMAT(6).rJIA(B).PKA・:・[第14
の 日曜 日。 マタイによる福音書第121章 。]
⑪45:C吊(B).CI.CVA(r).ωMLT(⇔).rJIA(B).CM6・:・[第15
の 土 曜 日 。 マ タ イ に よ る 福 音 書 第249章 。]
⑫46:NC(1]).CI.CVA(r),ωMIAT(6),rya(B).CK且 ・:・[第15
の 日 曜 日 。 マ タ イ に よ る 福 音 書 第224章 。]
⑱46v:COy(B).SI.CVA(r).ωMA(6).F∫IA(B).CN〈 〉 ・:・一
[第16の 土 曜 日 。 マ タ イ に よ る福 音 書 第259章 。]
⑭47v:NC(瓦).SI.CVA(F).ωMATL(6).rJIA(B).CND・:・ 一 一
[第16の 日 曜 日 。 マ タ イ に よ る福 音 書 第259章 。]
㊥49v:NC(刀).B.CVA(r).ωJIOy(K).rya(B).NA・:・ 一 一
[[新 年 の コ 第2の 日曜 日。 ル カ に よ る福 音 書 第54章 。]
⑯50:COy(B).F.CVA(F).ωJIOy(K).FJIA(B).MA・:・ 一 一
[第3の 土 曜 日 。 ル カ に よ る 福 音 書 第41章 。]
⑰50v:NC伍).r.CVA(P).ωJ1伍(K).rJIA(B).a3・:・[第3の 日
曜 日。 ルカによ る福音書第67章 。]
・ ⑱51:coy(B).[p.]cvA(r).ωJloy(K).FJIA(B).MA・:・[第4
の 土 曜 日 。 ル カ に よ る福 音 書 第41章 。]
⑲52:NC(刀).1].CVA(r).ω ∬Oy(K),rπA(B).OS・:・一 一[第4
の 日 曜 日 。 ル カ に よ る福 音 書 第76章 。]
⑳53:coy(B).s.evA(r).ωJlov(K).P∫IA(B).o〈〉 ・:・[第6の
土曜 日。 ルカによる福音書第79章 。]
⑪53v:NC(m.S,CVA(P).ω」10y(K).rJIA(B)・:・(sic)[第6の
日曜 日。 ルカによる福音書第 章。]
⑫55:COy(B).3.CyA(r).ωSOY(K).rJIA(B)・:・(sic)[第7の
土 曜 日。 ルカによる福音書第 章。]
⑬55v:NC(D).3.CVA(r).冨JIOy(1{).FJIA(B)・:・(sic)[第7の




8の 土 曜 日。 ル カ に よ る 福 音 書 第 章 。]
⑮57v:NC(π).H.CVA(F).冨JIOy(K).FJIA(B).PA?:・一 一[第
8の 日 曜 日。 ル カ に よ る 福 音 書 第101章 。]・
⑯58v:COy(B).6,CVA(r).冨J10y(K).rJIA(B).PC・:・ 一
[第9の 土 曜 日。 ル カ に よ る 福 音 書 第105章 。]
⑰59:NC(刀),〈}.CVA(P).冨JIOy(K).rJIA(B).PMT・:・ 一
[第9の 日 曜 日。 ル カ に よ る 福 音 書 第149章 。]
⑱59v:COy(B).1,CVA(r).ωJIOy(K).rJIA(B).P31・=・ 一
[第10の 土 曜 日。 ル カ に よ る福 音 書 第117章 。]
⑲60:NC(π).1.CVA(F).冨'∫10y(K),FJIA(B).P狙 ・:・[第10の
日 曜 日。 ル カ に よ る 福 音 書 第164章 。]
⑳61:c吊(B).AI.cvA(F).石 刀oy(K).rJIA(B).PNA・=・[第ll
の 土 曜 日。 ル カ に よ る福 音 書 第151章 。]
⑪62:Nc(A;.AI.cvA(r).冨 ∫loy(K).rJIA(B).Po・:・一[第11
の 日曜 日。 ルカによ る福 音書 第170章 。]
⑫62v:Goy(B).BI.cvA(r).ωJIf五(K).rJIA(B).P護3・=・.一
[第12の 土 曜 日。 ル カ に よ る福 音 書 第167章 。]
⑬63v:NC(π).BI.CVA(r).冨JI品(K).rπA(B).CA.[第12の 日
曜 日。 ル カ に よ る福 音 書 第210章 。]
.⑭64v:coy(B) .rl,cvA(r).ωJI吊(K).rJIA(B).Pos・:・一
(第13の 土 曜 日。 ル カに よる福音 書第176章 。]
⑮65:Nc(刀)JI.cvA(r).石JIoy(K).rJIA(B)・:・(sic)[第13
の 日 曜 日。 ル カ に よ る 福 音 書 第 章 。]
⑯66:coy(B).A].cvA(P).冨 」10y(K).rJIA(B).PI・:・ ・一[第14
の 土 曜 日。 ル カ に よ る 福 音 書 第110章 。]
⑰66v:Nc(π).AI.cvA(r).ωJloy(K).rJIA(B).cKπ ・=・一
[第14の 日 曜 日。 ル カ に よ る 福 音 書 第224章 。]
⑱67:COy(B).CLCVA(F).ωJlf五(K).FJIA(B).PKπ ・:・一
[第15の 土 曜 日。 ル カ に よ る 福 音 書 第124章 。]
⑲68:NC(π).CI.CVA(r).ωJ10y(K).FJIA(B).CKC・:・ 一
[第15の 日 曜 日 。 ル カ に よ る 福 音 書 第225章 。]
⑳68v:coy(B).sI.cvA(r).ωJIoy(K).rJIA(B).cFI・:・一 一




[第16の 日曜 日。 ル カによる福音書第 章。]
⑫70:COy(b).31,CVA(r).冨JIOy(K).rJIA(B).CMS・:・[第17
の 土 曜 日。 ル カ に よ る 福 音 書 第246章 。]
(⑬70v:NC(p).3LCVA(r).w∫Il孟(H).rJIA(B).PN3・:・ 」一一
[第17の 日曜 日。 ル カによる福音書第157章 。]
⑭71:C吊(B).HPC(A)MA(C)Hf五(C).CVA(r).冨JI駈(K).rata(B)
・:・一一(sic)[肉 断 ちの前 の土曜 日。 ルカに よる福音書第 章。]
⑮72:Ne(丑).nPも πbMACOnOy(C).OBJI吊八LN'BMb・:・CNOy.
cvA(r).ωJloy(K).rya(B).P・:・一一 一[肉 断 ち の前 の,
放蕩息子 の 日曜 日。 ル カによる福音書第100章 。]
⑳73v:C伍(B).MA(C)nOy(G).CVA(r).冨JIOy(K).rJIA(B).
CMP・:・ 一[肉 断 ちの土曜 日。 ルカイによ る福音書第243章 。]
⑰74:NC(π),MA(C)nOy(C).CVA(r).wJI迅(K).rJIA(B).COr
・:・[肉断 ちの 日曜 日。 ルカによる福音書第273章 。]
⑯75v:Cf五(B).CHPOn品(C).CVA(r).冨MAr(6).rJIA(B).
MB・:・ 一[乾 酪断 ちの土曜 日。 マ タイによる福音書第42章 。]
⑳76:NC(刀).CもIPOnOy(C).CVA(r).(.OMAT(6),rJIA(B).M皿
・:・一[乾 酪 断 ち の 日 曜 日。 マ タ イ に よ る 福 音 書 第44章 。]
⑳77:cov(B).A.no(c)』cTro〈>cω πoPA・:・cyA(r)・:・面
河APKA・:・(SIC)[断 食 の 第1の 土 曜 日 お よ び 聖 フ ェ オ ド ル の 日 。
マ ル コ に よ る 福 音 書 。]
⑪77v:NC(A).A.CTXbHP(0)PK毛 ・:・Cy(r).冨1ωNA・:・一 一
[[断 食 の]第1の 日曜 日。[お よび]聖 預言者 たちの 日。 ヨハ ネ に
よる福音書。]
⑫78:・:・CV(B)・:・B・:・ 冨MAP(K)・=・[第2の 土曜 日。 マル コに
よ る 福 音 書 。]
⑱7g=Nc(刀).B.cyA(r).冨MAP(H)・:・ 一[第2の 日 曜 日 。 マ
ル コ に よ る 福 音 書 。]
⑭79v:・:・CV(B).r.冨MAP(x)・:・[第3の 土 曜 日 。 マ ル コ に よ る
福 音 書 。]




⑯80v:CV(B).p.nO(C).CVA(r).ωMAP(K)・:・ 一[断 食 の
第4の 土 曜 日。 マルコによる福音書。]
⑰81:NC(m.II.HO(C).CVA(r).ωMAP(K)・:・[断食 の第4の
日 曜 日。 マ ル コ に よ る 福 音 書 。]
⑱82v:CV(B).C.HO(C).CVA(r).ωMAP(K)・:・[断 食 の 第5の
土 曜 日。 マ ル コ に よ る 福 音 書 。]
⑲83:NC(A).C.HO(C).CVA(r).ωMAP(K)・:・ 一 一[断 食 の 第5
の 日 曜 日 。 マ ル コ に よ る 福 音 書 。]
⑪84:・:・cv(B).s.HcTroJIA30PA・:・ ・:・cyA(P).ωHωANA
・:・一[[断 食 の]第6の 土曜 日および聖 ラザ ロの 日。 ヨハネによ
る福音書 。]
⑪86v:BLcPc(A).BcJIHKもIIANc1恥∫1も.NA3Aoy(T).cyA(r).
ω1ωANA・:・ 一[受 難 週 間 の 水 曜 日 の 朝 祷 に 。 ヨ ハ ネ に よ る 福
音 書 。]
⑰88v:BもCPC(1]).BCJIHKbllA.NC江も刀7L.NAJII{TyP(F).・:・
cyA(r)・:・ ωMAT(8)・:・ 一[受 難週 間の水 曜 日の祈祷 に。
マ タイに よる福音書。]
⑪89v:BもBCJIHKHHqCTBLPTbKT).3AOy(T)・:・一CyA(r).
ωJloyK'BI・=・ 一[聖 木 曜 日 の 朝 祷 。 ル カ に よ る 福 音 書 。]
⑩92:BbBC測KHHqCTB正)PTbK:も.NAJIHTyP(r)・:・ ・=・CyA(r).
ωMAT(e)・:・[聖 木曜 日の祈祷 に。 マ タイによる福音書。]
⑮98v:BbBC丑HKLIHqCTBI)PTbKb.BC(q).CyA(r).BI.冨
HωANA・:・ 一 一[聖 木 曜 日 に 。 晩 祷 。12の 福 音 書[の 第1]。 ル
カ 伝 。]
⑱101v:・:・cyA(r).F.窃1ω ・:・L一[[聖 木 曜 日。12の]福 音 書
の 第3。 ヨ ハ ネ 伝 。]
⑰103:CVA(F).Z]・:・ 冨1ω ・:・一[[12の]福 音 書 の 第4。 ヨ ハ
ネ 伝 。]
⑪105v:cyA(r).c.ωMATB(6)・:・ 一[[12の]福 音 書 の 第5。
マ タ イ 伝 。]
⑱107v:CVA(r).S.ωMAPKA・:・ 一[[12の]福 音 書 の 第6。
マ ル コ伝 。]





⑪110:CVA(r).Y.0∫10VK'BI・:・一[[12の]福 音 書 の 第8。 ル
カ 伝 。]
⑫111v:CVA(r).6.OTCIωANA・:・ 一 一[[12の]福 音 書 の 第9。
ヨ ハ ネ 伝 。]
⑪112:CVA(F).1,ωMAPI{A・:・ 一[[12の]福 音 書 の 第10。
マ ル コ 伝 。]
⑫112v:cyA(F).AI.ω1ωANA・:・ 一[[12の]福 音 書 の 第11。
ヨ ハ ネ 伝 。]





C.Blbq(K).BC(q)・:・[聖 金曜 日の朝祷の第1時 に。 マ タイ によ
る福音書。 〈[イエスを]裏 切 ったユ ダは[… … を]見 て[マ タイ
27.3]〉。終 わり。 〈[彼 らが 出て行 くと,シ モ ンとい う名 の ク レテ
人 に出会 ったので,]イ エスの十字 架 を無理 に負 わせ た。[マ タイ
27.32]〉。木曜 日におけ る晩祷第5を さが し求 めよ。]
⑰113v:BbBCJIH1{HMnA(K).NAqACLTPCTHH・:・CVA(r).




照HIHBもBC(」7).qc(K).BC(q)P.H.[聖金曜 日の[朝 祷 の]第6
時 に。 ヨハ ネによる福音書。 〈ふた りの者 もイエ ス とと もに引 か れ
て い った。[ル カ23.32]〉 終 わ り。 〈これ らの こ とを見 て いた。[ル
カ23.49]〉 聖木 曜 日にお ける晩祷 第10を さが し求 めよ。]
⑪ll5v:BbBCJIHKLIHnAT(K:).qA(C).s.CVA(F).ω1ωNA
・:・一一[聖 金 曜 日に。[朝 祷 の]第9時 。 ヨハ ネによ る福音書。]
⑭ll6:HHIH.趾 〕BC(JI).qC(K).BC(q)P.〈 〉,CVA(F.)KON(u).
ICFO}KcnpOB[0π.][聖木 曜 日にお ける晩祷 第9を さが し求 めよ。




凪ATL6CA・:・[受 難 週 間 の[聖]金 曜 日 の 祈 祷 に 。 マ タ イ 伝 。]
⑫120v:Bbcoy(B).Bc(JI).NA3Aoy(T).nPo(K:).rJIA(c).
BbCKPLCNHrHBCMOIL.CTS(X).HCnOBもMbCATEES
而 ・:・一CVA(r).石 瓢ATB6CA・:・ 一 一[聖 土 曜 日 の 朝 祷
に 。 プ ロ ケ イ メ ノ ン調 。 〈主 よ,立 ち あ が っ て 下 さ い 。 神 よ,[詩 篇
10.12]〉 。[唱 え る べ き 詩 篇[の 一 節]。 〈わ た し は[心 を つ く し て]
主 に 感 謝 し,[詩 篇9.1]〉 。 マ タ イ に よ る 福 音 書 。]
⑫121:BbBC(JI).COV(B).BC(q).CV(F).ω ルIATb6CA・:・
一一[聖 土曜 日の晩祷 に。 マ タイによ る福音書。]
*引 用 文へ の注。 〔以下 引用番号の もとに校訂注等を施す。 ジュ コフ スカ や




句 番号 な し。以下(sic)で 示すが,以 後 はい ちい ち指 摘 しない。 訳 文
中 は1字 あけた。 ⑳FJIA(C).A.:〔8声 調 の〕 第1調;CJIOBCCI)ME:
zcJloBccbMH;oyTBPI):zoyTMP;[A]:いまzに 従 う。 た だ し
BLCAの 可能性 があ り。cf.『 シナイ詩 篇』(以 下Psと 略記)BbCA.⑳
PnA:ZPNA[151].⑳IAKO}Ke:ZIAKO}KC;BCJIHK:AA:Z
BCJIHKblA;JI〈}:Z6[9].⑳mANTKO(C):ZnlANTOKO(C);
NloH{c:zNlo}Kc⑳coy(B)においてTHTmが な いように見 え る。
⑭r∫IA(B):ZrJIA(B)A,⑰H.CVA(r).:朱が残 ってい るが今Zに 従
う。⑮CC:ZCO[270].⑲MA(6).…CK3:今Zに従 うが,こ の前 後
の綴 りか らMAT(6)か も知 れな い。 ⑫CK皿:ZCK∫1.単 純 な ミスか。
⑱[皿.]:Vの よ うに見 え る。今Zに 従 う。 ⑪AI.CVA(P),前 者 の1,
後者 のA不 鮮 明,Zに 従 う;PO:ZP[100].Arch原本 で は合字。 ⑯
coy(B):上 書 きのBがBの よ うにみえ る。⑯NC伍):Nは 黒 の大文字;
BJI五辺bNもMb:ZBJ■ILM～Mb;Pは朱 大文 字 でか っ ま た文 字 の縦 の
要素 が黒 く塗 られて いる。⑱C吊(B)の 吊 の字一部欠 。 ⑪ 冒頭B「L:B
は黒 の大文字。⑰ 冒頭B'b:Bは 黒 の大文字。 ⑱BC丑CNA:Bは 黒 の大




⑫BC:THTπo見 え ず,Zに 従 う;HCnOBもMbCA:ZHGHOBもMLCA.
⑫GOV(B):ZCO(B).単 純 な ミス か 。
6.3aro調OBKHの テ ク ス トの 特 徴
3aroπoB畷 はpericopeの 前 に付 され,そ のpericopeが 読 まれ るべ き時 を
指定 し,か っpericopeの 出典個所を指示す る もので ある。 したが って簡 潔
をむ ねと し,よ って略記法 を多用す る。 これが第一の特徴 であ る。pericope
と区別 し,か っ 目立 たせ る必要 か ら朱 で書 かれ ることが多い。 また時 に大文
字 のみを連 ねる ことも,上 述の如 くであ る。 以下,ま ず は じめ に外形的特徴
点 を列挙 す る。
1)TKTπoを 用 いた略記 法 中,1語 あ るい は1語 に準ず る前 置詞 句 に お
いて,こ の1語 中で2度THT∬oを 用 い る ことが あ る。 後者 が と くに頻
出 す る。 この用 い方 は特別 な方 式 で ある。(た だ し,110v本 文 中 に↑ 分







2)数 字 の表記 は,正 式 に はTHT刀oを 冠 し,そ の前 後 に点 を打 つ の で あ
るが,こ こではと もに省 略される。後方 に点 が付 されるが,前 後の文で
の用法か らはむ しろ省略 ない し区切 りの意 味を有す ると考 え られ る。
ム
6v.C.
6v.qB(・:・ が後続す るが,こ れ は文末の記号 と見 るべ き。)
3)省 略 は分 か りやす さを第一 とす るが,様 々であ る。 む ろん省略 しない















次 に綴 りや音 あ るいはrusizmに つ いて列挙 す る。(上 記 諸点 よ りの通 し
番号 を付す。)
4)10c同 は文字 と して存 す るが,音 価 は消失 し,そ れ ぞれ対 応 の音 と混
同を起 こ ししか もそれが綴 りに反映 している。 イオ タを伴 う文字 はとも
に存 しな い。Aに ついては ① ～⑥,缶 につ いては ⑦ ～⑨の例を見 よ。




































5)Jersは 正 しい 。


















8)動 詞3人 物 の 語 尾 は ・Tbで あ る。OCS形 一Tb。
BLIBAICT正 》16,25
qbTCTL24v
9)名 詞 の 単 数 ・造 格 が 一7BML/一bMb。OCS形一〇Mb/一CMB。
CbHcoyCbMbl15v
た だ しGJIOBCCLMbFNLMB220CS形 に 同 じ。
10)Oyの 文 字 をyな い しVで 綴 る 例 が あ る が,こ れ は 第2のcopyist
に集 中 して い る。
以 上,3ara刀oBKH部 分 に お い て もpericope本 文 同 様,ロ シ ア 語 的 と い っ
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て よか ろ う。 む しろOCS的 色彩 はpericope本 文 に比 して きわ めて小 さ い
と評すべ きであ り,こ の点Ostrに お いて の傾 向とは異 なる とみ られ る。 若
干 の詩篇 の引用文 につ いて も,同 じくロ シア語的 である。
なお,詩 篇 は きわ めて よ くPsに 一 致 す る(rusizmを 除 く)。 ま た,
3aramBKH中 の章句番号 につ いてだが,一 部分 シナイ写本(5)の それに一致 す
る場合 がみ られ るとだ け言 ってお く。 〈nl>な どの表示 も原 ビュザ ンテ ィウ
ムのlectionariumで の表示を その まま踏襲す るのではなか ろ うか。 残念 な
が ら資料が筆者の手許 に少 なす ぎて,今 の処何 も言 うことがで きない。
むすび として
以上 の ごと く,ArchのSynaxarion部分 を丹念 にみてゆ くと,次 のよ う
な問題点 が うか びあが って くる。 その第1は,ペ ンテ コ ステ後第17週 の
pericopeは 初めか ら欠 けて いた可能性 が あ る こと。 第2はMenologion部
分 よ りもSynaxarion部 分 の方が分量 的に大 きいために,第1のcopyistと
第2のcopyistは,Archを製作 す る際 にそれ らの区別 によ らず,単 純 に分
量 的に ほぼ半分ずつ を担 当 したとい う点 であ る。
前者 につ いてはArchが 写 され たオ リジナ ルのlectionariumの 系統 問題
を論 ず る場 合,重 要 な手掛 りとなるで あろ う。 む ろん 当該pericopeが どの
段階 で欠 けたか,あ るいはは じめか らなか ったか,い ずれ に して も資料上 の
裏付 けを必 要 とす るで あろう。後者 につ いては,Arch作 製 時 にお いて第1
のcopyistの 写 したオ リジナルと,第2のcopyistの それ とが,Synaxarion
が続 いて いるとい う点 か ら,同 一物 であ った ことを さ し示 しは しないであ ろ
うか。 その オ リジナルの前段階 においては ともか く,2人 のcopyistは 単一
の書物 をふ たつ に分 けて分担筆写 したよ うに思 われ るのであ る。
Archを 元来 の 目的 どお り,SynaxarionとMenologionとみて,以 上 の
よ うにま とめてお くの も向後の研究 には必要 と思わ れる。Menologion部 分
については稿 をあ らためなければ な らない。
注
(1)BruceM.Metzger,ManuscriptsoftheGreekBible(N.Y.一〇xford,Oxforc
UniversityPress,1981)p.124.今次 の翻 訳 書 の訳 文 に従 う:土 岐 健 治 監 訳,




(2)ジ ュ コ フ スカ ヤ らの 刊 本(参 考 文 献Aの2を み よ),pp.399-406.ま た 本 文




(4)言 うま で もな く日本 訳 の 章 句 番 号 は,た と え ば 『シ ナ イ詩 篇 』 の そ れ とは こ
とな る。 和 訳 は原 則 と して 次 の書 に従 っ た:「 聖 書 』 日 本 聖 書 協 会1954-1955
年 。
(5)参 考 文 献Aの5を 見 よ。 シナ イ 写 本 に完 全 に一 致 す るわ け で は な い 。 お そ
ら く ビュ ザ ンテ ィウ ム のlectionariumの ひ とつ に由 来 し,こ れ が 直 接 か 間 接
か,シ ナ イ 写 本 の そ れ に つ な が っ て ゆ く の で あ ろ う。 ビ ュ ザ ンテ ィ ウ ム の
1ectionariumに つ いて は シ カ ゴ大 学 の 大 き な研 究 が あ る こ とを 承 知 し て い る
が,入 手 が 困難 で あ り,筆 者 は残 念 な が ら未 見 で あ る。
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